
第２回各組青少幼年教化担当者 

研修会レポート 
 

去る２０２２年１２月１日（木）、山陽教区

同朋会館（姫路）にて、第２回各組青少幼年教

化担当者研修会が開催されました。当日は各組

より選出された担当者２１名と部門員７名が

出席し班別座談を行いました。 

第２回研修会では、第１回研修会と同様に

「青少幼年教化」について前半後半それぞれに

テーマを設けて座談をし、１回ずつ全体報告を

行って各班で話し合われたことを共有しまし

た。また、より長く話し合えるよう班分けを１

回とする試みをしました。 

前半の座談

では、「第１回

研修会を受け

ての課題と研

修後の新たな

取り組みにつ

いて」をテーマに、第１回研修会後の各自の現

状や思いを確かめ合いました。その中で、活動

の有無に関わらず前回の研修会から「青少幼年

教化」について「意識」するようになったとい

う声が各班に共通して聞かれました。「青少幼

年教化」について思い考えること、「意識」す

るということが、状況も様々な私たちに共通し

てできることの一つなのかもしれないと印象

深く感じました。 

後半は「寺院における今後の展望、必要なサ

ポートについて」をテーマに、前半で確認され

たことと合わせて教区や組、地域など、場につ

いての展望が話し合われました。地域と寺院の

つながりをあらためて模索し教化につなげて

いきたいという声や教区、組において情報共有

の場が限られているといった課題が確認され

ました。情報共有の課題に対して、前回研修会

後に作成した報告書を活用できないかとの意

見もありました。どのように情報共有を行って

いくか、報告書の活用も含め、確認された課題

を今後も話し合い、方途を考えていかなければ

と感じました。今できることとして、前回同様

に今回話し合われたことをもとに第２回研修

会報告書を作成します。 

第１回研修会

から日を置かず

の開催となった

第２回研修会で

すが、前回に引き

続き「青少幼年教

化」について、様々な意見とともに思いや悩み

を聞き合い、話し合う場となりました。今後も

研修会では、共に悩み、話し合いながら、私た

ちに何ができるのかを確かめていき、「青少幼

年教化」につながっていく活動を模索、実践し

ていきたいと考えています。次回研修会もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

（青少幼年部門 青山 祐一[赤穂組光明寺]） 
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◆阪神・淡路大震災追弔法要・教区重点課題学習会レポート 

震災から２８年、１月１７日(火)に神戸市教育

会館にて阪神・淡路大震災追弔法要と、教区重点

課題学習会が行われました。法要では、北風智史

氏（教区仏教青年会委員長）が表白を読み上げま

した。震災から２８年たった今でも当時の惨劇を

心に抱えて生きる一方で、時間の経過とともに意

識が薄れていく私たちであると述べられました。

それでも法要によって、改めて人に寄り添いとも

に生きるということを念仏によって確かめる仏

縁となることが願われました。 

学習会は、栗田暢之師

(認定NPO 法人レスキュー

ストックヤード代表理

事・岐阜高山教区仁成寺住

職)に、災害時のお寺の役

割をテーマとしてお話し

いただきました。 

冒頭で、寺院に配られることとなった「ご門徒

さんと考える寺院のための災害ハンドブック」の

作成に携わったこと、その経緯・背景を話されま

した。以前は皆東海での震災を想定していたけれ

ども、実際に被害にあったのは阪神淡路だった。

そのことで、自分たちが先に被災したかもしれな

い、震災から学ぶことがいっぱいあるのではない

か。そう栗田師は語られました。 

よくいのちを守るといいます。しかし講義で阪

神淡路の当時の映像、東日本大震災の津波の映像

と、被災者の手記を読み、実際にいのちを守ると

いうのは簡単な話ではないんだと。地震が発生し

たらどのような問題がでてくるのかを知り、震災

の教訓をもとに事前に対策をしておく必要があ

る。いざというときは近隣住民同士で助け合うし

かない、そんな状況を考えるとどのようなコミュ

ニケーションを普段からとるべきなのか。そして

ハンドブック

の冒頭から、

いのちを大事

にと言っても、

人間は無力で

ある。とにか

く逃げて身の

安全を確保すること、自分が被災者になることも

念頭に置くことが災害に備えることである、とい

うことを引用されました。 

そしてそういった状況の中で食い止められる

死に対して、お寺にできることがあるのではない

かという課題提起をされました。ハンドブックか

らお寺の災害時における様々な役割を紹介され、

同時にすべてする必要はなく、自分たちに無理せ

ずできることということを強調して話されまし

た。 

私たちは宗教者

として、どこかし

てあげる立場で物

事を考え聞きがち

であるけれども、

私たちも被災者と

なるのだという事実を改めて自覚させられまし

た。また肩肘張って頑張らなくてもいい、ちょっ

とでもできるのであればそれでいいとエールを

送られているよう感じました。ただ、どんな悲惨

な災害でも記憶が薄れるように、私たちの防災意

識も薄れていきます。そのためにも1.17などを

機縁として再確認する必要があるのだと考えさ

せられました。ぜひ配布されたハンドブックを改

めて手に取っていただければと思います。 

（社会問題部門 谷川 法海〔安芸南組圓光寺〕） 

 

 

宗務所・教務所からのお知らせ 

 

敬 弔 
  ご生前のご功労を偲び、謹んで哀悼の意を表します。 

   正親 恒信 氏   第１組  西寳寺  住職    ２０２３年３月５日寂 

   多田 信子 氏   第２組  圓光寺  前坊守   ２０２３年３月８日寂 



◆山陽・四国教区改編合意書案に関する教区内説明会開催について（案内） 
山陽・四国教区改編地方協議会では、５月の合意書締結（調印）及び教区会・教区門徒会臨時会への改編

合意の提案に先立ち、合意書案に関する教区内説明会を開催いたします。詳細については、同封しておりま

す「教区改編通信第４号」をご参照ください。 

また、寺院・教区門徒会員には説明資料も同封しておりますので、事前にお目通しの上、説明会当日は同

資料をご持参くださいますようお願いいたします。 

なお、改編通信にも記載のとおり、参加対象に組門徒会員を含んでおりますが、正副組門徒会長及び教区

門徒会員以外へ直接の郵送案内はいたしませんので、各寺院より所属の組門徒会員にご案内くださいますよ

うご協力をお願いいたします。 

 

◆マスクの着用について 
新型コロナウイルス感染症における感染症法上の５類移行に先立ち、３月１３日からマスク着用につい

て緩和する方針（個人の判断に委ねる）が示されました。マスクの着用は基本的な感染防止対策として重

要なことから、職員については慶讃法要終了後（５月８日目途）までこれまでの対応を継続いたしますの

で、ご承知おきください。 

なお、来館者については個人の判断が基本となりますが、高齢者など重症化リスクの高い方への感染を

防ぐため、人との距離（2ｍ以上を目安）を確保できない場合や会話を行う場合は、マスクの着用をお願い

いたします。 

 

◆教務所事務休止について 

このたび、「宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要」山陽教務所・姫路船場別院本徳寺

職員参拝に伴う事務休止を、下記のとおりお知らせいたします。 

事務休止日        ４月２８日（金）  

緊急時は教務所携帯電話０９０－３３５７－３４１１までご連絡願います。 

なお、事務休止期間は御本尊、出版物のお取り扱いができませんので、お早めにお取次ぎください。 

教区・組・別院・諸教化団体の研修会等のご案内 

▲親鸞聖人御誕生会（主催：姫路船場別院本徳寺） 

日  時：４月１日（土）午前１０時～ 

会  場：姫路船場別院本徳寺境内親鸞聖人像前 ※どなたでもご参加いただけます。 

 

▲姫路船場別院本徳寺御山廟所永代経（主催：姫路船場別院本徳寺） 

日  時：４月８日（土）～９日（日） 両日とも午後１時３０分～午後３時 

会  場：御山廟所 本堂（姫路市井ノ口４４０番地） 

講  師：８日 玉光 和人 氏（第３組正願寺） ９日 木村 慎 氏（第４組興宗寺） 

 

▲赤穂別院明慶寺報恩講（主催：赤穂別院妙慶寺） 

日  時：４月１９日（水）～２０日（木） 

会  場：赤穂別院妙慶寺（赤穂市加里屋５１番地の２） 

 

▲長島愛生園交流会（主催：社会問題部門ハンセン病療養所交流部会） 

 日  時：４月１９日（水）午後１時１５分～午後３時頃 

会  場：長島愛生園真宗会館（岡山県瀬戸内市邑久町虫明） 

講  師：勝間 海 氏 （備中組光明坊） 

※どなたでもご参加いただけます。参加希望の方は教務所までお知らせください。 



２ ０ ２ ３ （ 令 和 ５ ） 年 ４月 教 区 行 事 予 定 
日・曜日 教 区 行 事 貸館・別院・組・その他行事 

１日(土)  本徳寺親鸞聖人御誕生会10 

３日(月) 同朋の会推進部門会議（13:30/会議室）  

５日(水)  広島別院定例法話14/赤穂別院同朋の集い14 

６日(木)  第７組同朋の会推進講座事務局会議14（西勝寺） 

８日(土)  御山廟所永代経～4/9 

真宗カウンセリング研究会14（貸/講堂） 

９日(日)  宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年 

慶讃法要讃仰期間4/9～4/14 

10日(月) 教区改編合意書案説明会 

（14:30/教区同朋会館（広島）） 

広島別院院議会13 

12日(水) 社会問題部門会議（14:00/会議室） 先門首御逮夜13/船場別院定例法話 

コールサンガ13（貸/講堂） 

13日(木)  先門首晨朝兼日中8 

第4組教化委員会14（貸/講堂） 

14日(金) 教区改編合意書案説明会（14:30/講堂）  

15日(土)  宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年 

慶讃法要第二期4/15～4/29 

19日(水) 長島愛生園交流会（13:15/愛生園お寺） 赤穂別院報恩講～4/20 

第３組女性同朋会13:30（貸/講堂） 

22日(土)  なむの会14（貸/講堂） 

24日(月)  蓮如上人御逮夜13 

25日(火)  蓮如上人晨朝兼日中8 

第3組坊守学習会13:30（貸/会議室） 

26日(水) 教化推進本部会議（13:30/講堂） 仏青例会14（貸/会議室） 

27日(木)  宗祖聖人御逮夜13/船場別院定例法話 

28日(金) 教務所事務休止 宗祖聖人御命日 

※行事予定の期日のみ記載いたしております。 

◆「教務所だより」への各種案内物の同封について◆ 

毎月の「教務所だより」は本山及び教区からの教化事業や諸連絡等を教区予算にて寺院・教会、教区門徒会員、各組推進員

連絡協議会会長宛に送付いたしております。そのため、「教務所だより」に同封する案内物については、基本的にそれらに関連

するもの、または教区同朋会館、別院を会所として使用するものといたします。 

なお、同封を希望される方は毎月２０日までに教務所へご連絡いただくと共に送付物をお届けいただきますようお願いいたし

ます。また、同封希望の場合は、できる限り発送作業当日お手伝い頂きますようお願いいたします。 

 

 
真宗大谷派（東本願寺）山陽教務所 

〒670-0044 兵庫県姫路市地内町 1 番地  

TEL：079-292-3690  FAX：079-292-1747 

Mail：sanyo@higashihonganji.or.jp  
教区 HP：https://www.sanyo-kyoku.jp 

山陽教区 検索 

山陽教区のホームページから研修会などのチラシや 

各種申請書類等をダウンロードできます！ 


